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第30回国民文化祭・かごしま2015  10/31【土】～11/15【日】 

鹿児島県屋久島会場 10/31【土】～11/８【日】 

問い合わせ先  第30回国民文化祭屋久島町実行委員会事務局（屋久島町商工観光課・環境政策課） 

○エコツアー屋久島（商工観光課） ○屋久島学ソサエティ（環境政策課） 

TEL ０９９７-４２-０１００  FAX ０９９７-４２-１５０５  E-mail kankyo@yakushima-town.jp 

平成27年11月７日(土)・８日(日) 町内７集落にて募集しています。 
 

平成27年11月７日(土)・８日(日) 屋久島離島開発総合センター 



 

【エコツアー（集落・里地めぐり）屋久島 Yakushima Ecotour】 
 

(1) 概 要 

誰もが気軽に参加できる徒歩（５㎞程度）コースで，地元の語り部さんの案内によって，屋久島の

集落・里地における民俗文化，史跡，天然記念物，寺社仏閣，地質鉱物，近代建造物などを巡り，屋

久島の基層文化や歴史，集落特有の文化など，山岳部だけでない屋久島の魅力にふれていただきます

。 

 

(2) 日 時 

① 11.７（土) 10:00～13:00 

② 11.８ (日) 10:00～13:00 

 

 

(3) コース 

 ① 11.７（土）春牧地区・平内地区・中間地区・宮之浦地区 

 ② 11.８ (日) 永田地区・吉田地区・一湊地区 

 

 

(4) 集合場所  

  春牧地区（春牧福祉館）・平内地区（平内生活館）・中間地区（中間公民館）・宮之浦地区（益救

神社）・永田地区（永田公民館）・吉田地区（吉田生活館）・一湊地区（一湊公民館）  

 

 

(5) 受入人数 

  平内地区のみ15名。他集落は20名までを上限とします。 

 

 

(6) お申込み 

 ・ 参加料 1,500円が必要です。（すべての集落で，地元食材を使った郷土料理をご用意します。） 

 ・ 必ず事前のお申込みが必要です。 

  ☆ 島外からのお申込み  第30回国民文化祭かごしま2015トラベルセンター運営業務受託社 

               〒892-0828 鹿児島市金生町4-10 アーバンスクエア鹿児島ビル３F 

                (株)近畿日本ツーリスト九州 鹿児島支店 

                  TEL 099-803-1487  FAX 099-239-8159   

E-mail kokubunsai-koj＠or.kntk.co.jp     

                  URL http//www.kntk.co.jp/ec/kokubunsai/ 

   

☆ 島内からのお申込み  第30回国民文化祭屋久島町実行委員会 

屋久島町商工観光課 

                     TEL 0997-42-0100（内線220）  FAX 0997-42-1505   

E-mail kankou＠yakushima-town.jp 

 

 

(6) お問い合わせ先 

第30回国民文化祭屋久島町実行委員会  

屋久島町商工観光課  TEL 0997-42-0100（内線220）  FAX 0997-42-1505   

E-mail kankou＠yakushima-town.jp 

 

 



 

【屋久島学ソサエティ Society of Yakushima】 
 

(1) 概 要 

  屋久島を「学びの場」とする総合的領域の学問を広く発信するテーマセッション等を開催し，生活

，文化，環境保全，防災，教育，福祉，観光，国際交流等の発展に寄与すること，さらにそれらを未

来に継承する取り組みを実施します。 

 

(2) 日時・内容 

 ① 11月５日（木）18:30～20:30 屋久島環境文化村センター映像ホール 

講演会「黒潮めぐる南西諸島の地質と成り立ち－プレート・マグマ・屋久島・口永良部島－」 

      安間 了 氏（筑波大学生命環境科学研究科） 

 

② 11月６日（金）18:30～20:30 屋久島環境文化村センター映像ホール 

映画「スケッチオブミヤーク」（ロカルノ国際映画祭（2011年スイス）批評家週間賞受賞作） 

      

③ 11月７日（土）屋久島離島開発総合センター 

10:30 ～ 12:00  特別講演会「攻める健康法」～80歳・エベレスト登頂～ 

プロスキーヤー三浦 雄一郎 氏 

13:00 ～ 15:00 テーマセッション１「黒潮がつなぐ古代杉の世界」 

          佐渡島 崎尾 均 氏（新潟大学農学部）  

          隠岐島 久保満佐子 氏（島根大学生物資源科学部） 

              佐々木尚子 氏（京都府立大学大学院生命環境科学研究科） 

              木村勝彦 氏（福島大学共生システム理工学類） 

15:00 ～ 15:30 ポスター紹介タイム（ホール） 

15:30 ～ 16:30  ポスターセッションコアタイム（ロビー） 

  

④ 11月８日（日）屋久島離島開発総合センター 

     ９:30 ～ 12:00  渓畔林研究会シンポジウム 

13:00 ～     テーマセッション２「屋久のお岳をおろかに思うなよ」 

    13:00 ～ 15:15 「古謡『まつばんだ』の源流を探って」 

          宮城竹茂氏（琉球古典音楽野村流松村銃絃会） 

          杉本信夫氏（作曲・沖縄伝承音楽研究者） 

          野呂正和氏（元屋久島高校音楽教師） 

15:30 ～ 16:10 基調講演 「聖なる島・屋久島の可能性」 

          京都大学こころの未来研究センター 鎌田東二 氏  

16:10 ～ 17:30 座談会 「屋久島の自然信仰『岳参り』」 

              登壇者 鎌田東二 氏、岳参りを行う集落代表の方々 

    

11月８日（日）18:30～20:30 屋久島環境文化村センター映像ホール   

    映画「久高オデッセイ第三部 風章」 

 

☆ エクスカーション（自然観察会） 

  ○ 11月６日（金） 13:00 ～ 17:00 【要参加費 ①②→会員2,000円／非会員3,000円】 

① 屋久杉の森と歴史～ヤクスギランド   講師 小原比呂志 氏 

   ② 屋久島の基盤岩とマグマ大岩脈   講師 安間 了 氏 ・ 中川正二郎 氏 

   

○ 11月９日（月） ８:00 ～ 12:00 【要参加費 ③④→500円】 

③ アサギマダラマーキング会   講師 久保田義則 氏 ・ 金井賢一 氏   

④ 西部地域の動物と森   講師 杉浦秀樹 氏 ・ 藤田志歩 氏      

 



 

 

(3) 集合場所 

   屋久島町離島開発総合センター ほか時間 

 

(4) その他 

・ 適宜ユネスコエコパークのことについて触れる。（国内推薦が決定されている予定） 

 ・ 参加は無料です。またどなたでも参加できます。※エクスカーションは有料です。 

 ・ 内容については，若干の変更が生じる場合があります。 

 

(5) お問い合わせ先 

第30回国民文化祭屋久島町実行委員会 

屋久島町商工観光課  TEL 0997-42-0100（内線285）  FAX 0997-42-1505   

E-mail kankyo＠yakushima-town.jp 
 

 

 

特別講演 講師 

 

三 浦 雄一郎（みうら・ゆういちろう） 
プロスキーヤー、クラーク記念国際高等学校校長 

 

役職：(株)ミウラ・ドルフィンズ 代表取締役 

      (株)三浦雄一郎事務所 代表取締役 

      クラーク記念国際高等学校校長 

      (社)全国森林レクリエーション協会会長 

      NPO法人グローバル・スポーツアライアンス理事長 

      元運輸省策道規則等検討会委員 

      元総理府青少年問題審議会委員、他 

 

 

生年月日：1932年10月12日 青森市に生まれる。 

1964年 イタリア・キロメーターランセに日本人として初めて参加、時速172.084キロの当時の世界新記録

樹立。 

1966年 富士山直滑降。 

1970年 エベレスト・サウスコル8,000ｍ世界最高地点スキー滑降（ギネス認定）を成し遂げ、その記録映画 

「ＴＨＥ ＭＡＮ ＷＨＯ ＳＫＩＤＥ ＤＯＷＮ ＥＶＥＲＥＳＴ」はアカデミー賞を受賞。 

1985年 世界七大大陸最高峰のスキー滑降を完全達成。 

2003年 次男（豪太）とともにエベレスト登頂、当時の世界最高年齢登頂記録（70歳７ヶ月）樹立。 

2008年 75歳２度目、2013年80歳にて３度目のエベレスト登頂（世界最高年齢登頂記録更新）を果たす。 

  

記録映画、写真集、著書多数。 

 

【2014三浦雄一郎プロフィール（2014.2.14現在）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


